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近代における ドイツ資本主義研究の進展,と りわけ地域研究の深化にともな う地帯構造的把握は,ドイ
ツ資本主義の 「統合論」「地域分化論」という二つの対立する見解を生み出している。この問題は,ドイツ
における鉄道建設が経済的統合を促したのか,それとも地域分化を導いたのかという視角を提示 しよう。
この点で,我 が国では従来の ドイツ鉄道史研究が専ら,プロイセンを対象としてきたことに反省を加え,
ドイツ内の諸邦を基盤とする鉄道史研究の必要性を訴える。
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は じめに
「ドイ ツ鉄道史」の研 究を進 める上 で,二 つの
大 きな困難が伴 う。ひ とつは,研 究 その ものの う
ちに 内在す る複 雑 さであ り,も うひ とつ は,資 料
の存 在状況に関す るものだ。
第一の点は,鉄 道主権 に起 因す る。 ビスマル ク
に よる ドイ ツの 「統一」 を もって しても,「帝国」
とい う名を冠す る 「連邦 制」 国家 が実現 されたに
す ぎず,鉄 道行政は錯綜 を極 めていた。
ライ ヒの次元での 「国有鉄道」 に相 当す る帝国
鉄道(Reichsbahn)は,ワイマ～ル時代 に至 るま
で きわめて限 られた存在 で しかなか った。 これに
対 して シュター ト(支邦)レ ベルの鉄道 は,例 え
ばプ ロイ センでは,次 の よ うに な って いた。 「私
有鉄道」 「国有鉄道」 「国営私有鉄道」 が,プ ロイ
センの主権 のもとに混在 して い る上 に,「 プ ロイ
センの私有鉄道」 に対 して,ド イ ツ以外 の国が参
加す る事例 もみ られたのであ る。(1)
ドイツにおいて は,こ の他にプ ロイセ ンと相似
的 な鉄道 の体系を有 していたザ クセ ン,国 有(=
邦有)鉄 道 政策 が早 くか ら採用 された ブ ラ ウン
シュヴァイク,バ ーデ ン,ハ ノーフ ァー,オ ルデ
ンブル クな どの 中小邦,私 有鉄 道 が誕 生 しつ つ
も,そ の発展をみない うちに国有鉄道政策が とら
れ るに至 った ヴュルテムベル ク,バ イエル ン等の
南 ドイ ツ諸邦の鉄道主権 が錯綜 していた ことを指
摘 してお こ う。(2)
従 って ケース スタデ ィーを,い かに して,ま
た どの程 度 まで一般化 しうるのか,と い う困難が
常につ きまとう。
次 に,資 料上 の制約 も,ド イ ツ鉄道史の研究を
困難 に している一 因で ある。各鉄道企業の 『営業
報告書』 『定款』等は,近 年,「 ニュール ンベルク
交通博物館』 に各地に散在 していた ものが集めら
れる ようになってお り,ま た,各 地のアル ヒーブ
には地域研究 に とって垂涎の的 とな る資料 が数多
くみ られ る。 しか しなが ら,鉄 道行政に関する事
項 は,プ ロイセ ン内務省 の文書 として記録 され,
また鉄道企業へ の援助に関す る問題はプ ロイセン
の大蔵省 の所轄事項に記録が残 されていた ことか
ら,現 在 で は東 ドイ ツの メル セ ブ ル クに あ る
DentschesZentralArchivのHistorischeAbtei-
lungIIのうちに以上二系統 の資料が収 め られ て
い る。(3)この ことが,研 究上の 「障害」とはいえな
いまで も,大 きな 「制約」 とな っている ことは,
否めない事実だ。
1ド イツにおける鉄道史研究
,ド丞 ツにおけ る 「鉄道研究」 は同時代人 の鉄道
論文の形で始ま るが,差 し詰 めフ リー ドリヒ ・リ
ス トがその代表 といえ よう。 リス ト以外に も,鉄
道の生みの親 ともい うべ き人物 は,ド イツ各地の
鉄道建設史に登 場す る。 ライ ン,ヴ ェス トファー
レソでいえばハ ンゼマン,カ ムプハウゼン,ハ ー
コル ト,ま たバイエルソで はフ ォン∵ バ ーダー,
シャー ラーな ど列挙 に暇 ない。彼 らは鉄道論文 の
執筆に どどま らず,政 治家 ・官僚 ・企業家 として
鉄道の実現に貢献 したのである。(4)にもかか わ ら
ず リス トが ドイ ツの鉄道 の 「父」 と称せ られてい
るのは、彼の鉄 道論 が体系的 であ り,国 民経 済の
形成 とい う視点 を有 していた ことによる。(5)
ドイ ツにおいて鉄道 の研究が 「歴史」 として意
識 され るに至 ったの は19世紀 末 の こ とで あ り,
1879年に始 まるプ ロイセンの鉄道の国有化 に触発
された ことはい うまでもな い。 こ うい った背景を
基に,1880年代 にはプ ロイセ ン公共事業者 に よっ
て刊行 され たArchivfurEisenbahnwesen誌上
に,多 くの鉄道史研究が登場 した。(6)
一般 に,こ の時期に至 るまでの鉄道研究 ・鉄道
史研 究の問題意識に は,「国鉄 か 私鉄 か」 とい う
図式 が根底 にみ られ た が,プ ロイセン に おけ る
「国有化」 の実現 によって,そ れが後退 して行 く。
こうした中で,鉄 道史研究の古典 と交通経済学の
古典 があらわれ,体 系化が計 られ るに至 る。(7)ま
た,ワ イマール期には,鉄 道 の 「帝国有化」が実
現 され,こ こに よ うや く 「ドイ ツレベル(ラ イヒ
次元)に おけ る国有化」 に こぎつ けたので ある。
1835年には,ラ イ ヒス ・バー ンに よって戦前 の鉄
道史研究 の金字塔であ る 『ドイ ツ鉄道百年史』が
刊行 された。(8)
第2次 大戦中におけ る研究 の中断の後,戦 後 ド
イツに おいて行 なわれた研究 は,文 献 リス ト〔1〕
に年度 ごとに整 理 されている。 これをテーマ別に
分類 したのが[第1表 コであ る。
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〔第1表 〕戦後 ドイツにおける鉄道史研究の傾向(1947～1976)
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以下 この2つ を手懸 りに議論 を進め よう。
戦後におけ る鉄道史研究はNordmann(1947)
によって再 開 された が,戦 前 の研究 の焼 き直 し
で,古 くか らの傾 向であ る政策史研究の枠 内に留
ま り,脚 注 もな く,ま た参考文献す ら明示 されて
いなか った。1954年に至 るまでの時期で注 目すべ
きもの は、Caspari(1951)とMottek(1950)で
ある。前者は、学部卒業論文であるにもかかわら
ず,鉄道の経済的意義を解明 しようと試みた水準
の高い論文である。一方,後 者は,東 ドイツにお
ける学位論文で,国家独占資本主義との関連で,
プロイセンの鉄道国有化を とりあげた異色の研究
である。
1955年以降は,地域研究が圧倒的比重を占める
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に至 る。即 ち,州 ・市な ど地方 アル ヒーブを利用
し,西 ドイツ内の一地域にスポ ヅ トをあてた実証
的研究 によって,鉄 道史 研究が深化 した のである。
ドイ ツに古 くか らある地域 史研究 の伝統 を背景 と
して いることはい うまで もないが,東 ドイツに存
在す る資料 を扱 うこ とが不 可能 で あ った こ とに
も,そ の一因があろ う。 とはいえ,一 次資料 の活
用に よって,西 部 ドイ ツ諸邦 ・諸地域 の鉄道研究
が飛躍的に進展 した時期 であ った。
1960年代は,地 域研究 が依然 として多数を 占め
てい るものの,研 究者の問題関心 が多角化 した と
ころにそ の特徴 が あ った。1962年に東 ドイ ツの
Eichholtzが三 月前 期に おけ る コ ン カ ー と ブル
ジ ョアジーの鉄道 建 設に対 す る姿勢 を 明 らかに
し,こ の研究は,我 が国における北條氏(文 献 リ
ス ト(皿),〔5〕〔6〕)及び石垣 氏(同,〔7〕)の研究
に少 なか らぬ影響を及ぼ している。一方,西 ドイ
ツで はVoigt(1965)が国民経済の中に交通体 系
を位置づけた。 この二つの研究 は,マ ル クス経済
学 と近代経済学 とい う二 つの理論体系を基盤に,
東西両 ドイツに おけ る二 つの異 な った鉄道史研究
の方 向づけを行 うことにな った。
また60年代に は,同 時代人の鉄道建設活動 に対
す る関心 の高 ま りがみ られた。1961年にHarkort
の 鉄 道 フ゜ラ ン(Harkort,DieEisenbahnvon
MindennachColn,1833)が復刻 され,ま たvan
Eyl1(1966)によってCamphausenとHansemann
の鉄道建設活動に焦点があて られ た。 この時代の
鉄道創設者に対す る問題 関心 は,vanEyllの論文
の掲載雑誌がTraditionである ことか らも,企 業
者史 とい う視点にあ った。
1970年代の研究においては,経 済的な視点が前
面に登場 して きた。豊富 な統計資料に裏づけ られ
たWagenblass(1973)は,鉄道建設 と鉄工業 ・機
械工 業の関連 を扱 った。 また,鉄 道建 設 労働 者
(Eisenbahnbauarbeiter,Eisenbahnarbeiter)は,
例えばObermann(1970)にみ られる ように,東
ドイ ツにおいてマル クスに依拠す る研究が行なわ
れて きたが,Wortmann(1972)は,ケル ン ・ミン
デ ン鉄道 の鉄道工夫 を対象 に,始 めて西 ドイ ツ的
な問題 関心 か ら,こ のテーマに アプローチ した。
Fremdling(1975)は,計量 分析 に よって,鉄 道
を産 業革命 の主導部 門 として位置づけ,こ こに始
めて生産 関数 な どのモデルが鉄道史に実証 レベル
で適 用 され るに至 った。 また,新 資料の発 掘 も進
み,Steitzの研 究には,東 ドイツの メルセブルク
にあるDeutschesZentra1Archivが利用 され,行
政サイ ドか らの視点 が一層深 まったのであった。
一方 ,東 ドイ ツにおいてはBeyer(1974)が,豊富
な資料の裏づけを もとに,ラ イプ ツィヒ商業資本
の鉄道建設に対す る活動 を明らか に してい る。
この よ うに,70年代前半 の研究 は,単 に鉄道建
設,鉄 道政策 を扱 うのではな く,新 資料を発掘 し
た り,鉄 道 と他 の部 門 との連関を解 明す るといっ
た形で、鉄道史研究 が幅 を広げた といえ よう。
文献 リス ト〔五〕は,1980年代に刊行 された鉄道
関係の出版物 であるが,い ずれ も 「資料的価値」
があ るか 「古典 の復刻」で あるか,或 いは,そ の
両者であ る。Helmholtzu,Staby(1980)は,ドイ
ツの蒸 気機 関車の技術 データ,設 計 図を収録 した
復刻資料であ る。Supper(1981),Meyer(1984)
は,い ずれ も19世紀末 の古典的研究 を復刻 した も
の。Handbuch(1984)は,鉄道の開通 区間 ・延長
・年 月 日,認可主体 ・年月 日 ・対象,国 有化年月
日な どが収め られているが,「帝 国鉄 道庁 」 の編
に よるものの復刻 である。Stichwort(1985)は,
ブロ ックノ・ウス百科事 典 にみ られ るEisenbahn,
Lokomotive等の項 目を,1838年以降の版 に つい
て復 刻,解 説 が加 え られて いる。 また,Gerlach
(1986)は,ドイ ツ,オ ース トリー,ス イスの鉄
道史地図で,資 料的価値が高い。
1980年代 に入 って,強 烈な問題意識に支え られ
た意欲 的な研究 があ きらかに消滅 した よ うである。
それ故,「古典の復 刻」とい う形 を と りつつ,鉄 道
史研究 が 「反省」 と 「模索」の時代に入 った もの
と考 え られ る。
皿 ドイツ鉄道史の研究視角と我が国の動向
この項では、 ドイツ鉄道史の研究視角を主 とし
てテーマ別に、我が国の研究動向との関連で、若
干の展望をも混えて論を進めたい。
我が国において、 ドイツ鉄道史が本格的に扱わ
れるに至ったのは、 リス トの鉄道政策との関連で
あった。即ち、富永祐治(文献 リス ト〔田〕一〔1〕)
は、 リス トの 「北米通信」「国民的体系」「ドイツ
鉄道組織」に加えて、歴史派経済学における交通
研究(ロ ッシャーとクニース、シュモラー)を と
りあげ、またザ ックスの古典をも紹介した。 この
分野の研究は長い空白期間の後、大谷津晴夫(文
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献 リス ト〔HI〕一〔2〕)が、経済学説 史研 究 の一環
として リス トの鉄道政策 を とりあげた。 また、小
笠原茂(文 献 リス ト〔皿〕一〔3〕)は、「鉄 道が国内
市場形成にいかに大 きな役割 を果すか」 を リス ト
を通 じて明 らかに している。 さらに初期 の ドイツ
鉄道史研究が追究すべ き問題 として①鉄道建設主
体 ②鉄道建設 の組織 と建設資金 ③土地収用 と
地主 との利害調整 ④国家に よる配 当保証 ⑤領
邦 ・地域 ・会社 エゴイズ ムの克服、 の5点 を指摘
しているが、 いずれ も今後の研究 に示唆を与 える
ものであろ う。
我 が国に おけ る鉄道史研究の大半 は、経済史的
な視角 によ ってい るが、安 藤英 治(文 献 リス ト
〔皿〕一〔4〕)は、その嘴矢であ る。
産業革命 と鉄道建設に関する研究 は、数多 くみ
られ るが、そ の出発点 とな ったのが、北條功(文
献 リス ト〔斑〕一〔5〕、〔6〕)で、Eichholtz(1962)
に依拠 しつつ、産業革命の前提 としての鉄道建設
を ドイ ツに 固有 な性 格 と して論 ず る。石 垣信 浩
(文献 リス ト〔m〕一〔7〕)も、Eichholtaに依拠す
るものである。 これに対 して、小笠原茂(文 献 リ
ス ト〔獗〕一〔8〕)は、Fremdling(1975)、Wagen-
Mass(1973)など、70年代における ドイ ツの研究
成果 を採 り入れた ところに特徴 がある。高橋秀行
(文献 リス ト〔田〕一〔9〕)も、Wagenblass等の成
果を採用 した ものであ る。
ドイツ産業革命において鉄道 をいかに位置づけ
るか、 とい うテーマは古 くから論 じられて きた。
とりわ け、鉄道 を産業革命の り一デ ィング ・セク
ター と把握す る考えは、前記Fremdling(1975)
の他 にも、 「産業革命研究」の 中で論Lら れ てい
る。⑨ 東 ドイ ツの産業革命史家 モテ ックが 「産 業
革命 の展開を貫徹 させた決定的な固定資本 の投下
　
は、綿工業でも繊維工業でも軽工業一般でもなく、
む しろ交通産業であった」 とりわけ 「40年代の鉄
道建設が決定的であった」⑩ と指摘 した点が想起
され よう。
産業革命の前提として鉄道を論ずる際、国内市
場の形成要因という視角が浮かびあがる。「鉄道
建設は市場形成者(Marktbildner)として作用 し
た」auといえぼ、疑問の余地がないようにも思え
る。
確かに ドイツでは、イギ リスやベルギーと比較
した場合、運河時代をほとんど経験 していないた
めに、国内市場の形成にあたって、鉄道が果 した
役割を過少評価するこどは慎しまねばならない。
とはいえ、こういった議論には、鉄道網の拡充に
よって ドイツ内の諸市場が名実ともに統一 され、
国内市場が創出されたとい う暗黙の前提があるの
ではあるまいか。北條功(文 献 リス ト〔n〔6〕)
の慎重な指摘一 「鉄道の建設と平行して統一市
場形成の傾向がみられるが、もちろん鉄道は単に
その傾向を促進 したにすぎない」(同、201ペー
ジ)を 、さしあたって考慮に入れておこう。
産業革命の進展にともなう鉄道と市場の関係は、
ドイツ経済の統合論 と地域分化論の次元に移しか
えると、鉄道の出現が ドイツ経済の 「統合」に作
用したのか、「地域分化」に作用 したのか、とい う
問題に発展させることができる。山田徹雄(文 献
リス ト〔田〕一〔11〕)はライン ・ヴェス トファーレ
ンが鉄道を通 じて地域内流通を飛躍的に増大させ、
また各地域 との市場関係を多面化=相対化 したこ
とを実証 し、同(文 献 リス ト〔皿〕一〔12〕)は、
ニェールンベルクと周辺農村地域の間に農工分業
関係が鉄道によって促進され、鉄道が地域経済的
循環を強める可能性が展望された。
石垣信浩(文 献 リス ト〔皿〕一〔13〕)は、ルー
ル=ラ イン石炭流通圏が、1850年以降、鉄道の発
展によって再編成されたことを指摘 している。ま
た、藤田幸一郎(文 献 リス ト〔m〕一〔14〕)は、市
壁の外に作られた駅が、閉鎖的な都市を開放 し、
都市への人口移動が促されたことを論証 した。 こ
の二つの論文は、いわば鉄道史の周辺領域を埋め
る研究 として重要である。
鉄道の旅客輸送は、労働市場の動向と密接な関
わ りがあるものの、この点では従来、研究成果が
あま り多 くみられない。鉄道企業が工業の中心地
に労働力を輸送することを考え始めたのは、支線
・ローカル線を建設 して地域的な旅客輸送に乗 り
出す1880年以降のことであった。㈱ つま り、産業
革命期の鉄道は労働者の通勤手段ではなかったし、
また当時は幹線による貨物輸送が主流であったこ
とから、人的輸送に関する研究者の関心はきわめ
て薄い。
労働者階級の形成 という観点か ら、「鉄道建設
労働者」(Eisebahnbaubeiter)が東 ドイツにおい
て注 目され、Kucznski,Eichholtz,Wolfgramm,
Obermann等に とらあげられてきた背景には、マ
ルクスがr資 本論』第23章において、農村に起源
を持ちながら工業に従事 している 「移動民」 とし
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て言及 した ことがある。⑱ これに対 してWort-
mann(1972)は「鉄道労働者は、ひとことでいえ
ば、もはやPauperではないが、まだProletari-
erではない、彼等は革命の展望がない自由な賃労
働者であった」(S.240)とする。 とはいえ、 こ
の分野の研究は、ようや く緒についたばか りであ
る。
経営史的な観点から、鉄道企業の資本調達を分
析 した山崎彰(文 献 リス ト〔斑〕一〔15〕)の研究は、
従来暗黙の前提と考えられていたことを、くつが
えす内容を含んでいる。即ち、 ドイツにおける株
式会社制度の採用が鉄道建設の進展と密接な関係
があ り、従って資本市場の形成過程における鉄道
株の重要性が協調されてきた。ところがライン鉄
道を事例研究した結果、初期の鉄道企業は資本調
達において優先株や優先社債に依存 していたこと
が、この論文において実証されたのである。この
研究に触発された山田徹雄(文 献 リス ト〔田〕一
〔16〕)は、ベルク ・マルク鉄道について、鉄道企
業の資本調達に占める優先社債の決定的な重要性
を指摘した。 ライン地方の鉄道ですら、普通株へ
の依存の度あいが小さいということは、全 ドイツ
的規模で一般化 しうる議論ではなかろうか?
鉄道政策を論ずる際に、ライヒの次元の政策 と
シュター トの次元の政策の二面性があることを出
発点に考えなければならない。(文献 リス ト〔皿〕
一〔17〕)従って国有化=邦 有化は ドイツ資本主義
の分裂性を促す ものであり、その前史は、例えば
プロイセン ・ザ クセン間の鉄道政策をめぐる 「鉄
道戦争」(EisenbahnkriegDこ求められ る。(Gi-
sevius(1981))また、各邦の政策は、ドイツ資本
主義の地帯構造、°の ドイツの民族と国家をめぐる
問題α田などとも連係が求められるであろう。
また、ライヒとシュター トの二元的な政策を、
財政的観点からアプローチしたものに、文献 リス
ト〔皿〕一〔18〕及び〔24〕がある。
鉄道政策に関する我が国の研究においては、
シュター トのレベル、とりわけプロイセンのみに
焦点があてられてきた。(文献 リス ト〔ID〕一〔19〕
及び〔20〕)こうした中で、山崎彰(文 献 リス ト
〔ID〕一〔25〕)は、三月前期のプロイセンの鉄道政
策を、鉄道資本の形成 との関係でとりあげたす ぐ
れた研究成果をもたらした。
なお、プロイセンの鉄道政策に関する我が国の
研究史には、もうひとつ 「ビスマルク的国有」 と
い うエ ンゲルスの規定 をめ ぐる論争 をつけ加 えて
おこ う。(文献 リス ト〔皿〕一〔21〕及び〔22〕)。
最後に、交通 政策 史の視 点か ら、プ ロイセン、
ザ クセ ン、 ウ㌧ ルテ ムベル ク、オース トリー等 の
鉄道史に検討を加えた池田博 行(文 献 リス ト〔皿〕
一〔25〕)の業績をあげてお く。
おわ りに
従来の鉄道史研究においては、 ドイツ鉄道史を
プロイセン鉄道史に置き変えてみてきたように思
える。現実には、ワイラール以前に仮に ドイツの
鉄道が存在していたとすれば、エルザスー ロー ト
リンゲン鉄道(=帝 国鉄道)だ けで、ほとんど無
視 しうる存在であった。我々は、 ドイツ鉄道史で
はなく、ザ クセン鉄道史、バイエル ン鉄道史、
ヴュルテムベルク鉄道史、・ミー デン鉄道史 といっ
た支那の鉄道史研究を積みあげた上で、改めて、
ドイツの鉄道制度を論 じなければならない。た と
えこのような手続きを経たとしても 「ドイツ鉄道
史」が存在 していたとい う保証は、どこにもない
のである。
この点で我々は、「ライヒの成立がわた くした
ちの 『ドイツ』認識にとって依然 として決定的な
意義を持ち続けているといえるのだろ うか」°Qと
いう問題提起を思い起したい。
鉄道建設が市場に及ぼす影響は、どう評価すべ
きであろうか。新しい交通の手段の導入は 「発展
地域」「過疎化地域」「無影響地域」への分化を生
じ、鉄道が交差する地点に有利になるが、その他
の地域はむしろ過疎化し、駅から3キ ロメー トル
もはなれると工業化がとまってしまった、 といす
われている。°の鉄道の結節点への工業の集中は、
周辺地域を田園化(passturization)させ、地域循
環がむ しろ強まる可能性を生ずる。即ち、鉄道が
..
地域の均衡モデルを形成することになる。
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